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アジェンダ

１．ヘルスケア領域に対する弊社の取組

２．京都市様へのご提案
～実効性かつ客観性がある健康づくりの提供と
習慣化への支援～

３．小野市様へのご提案
～市民の参加意欲醸成とEBPMの推進に寄与する
フレイル対策のデジタル化～
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１．ヘルスケア領域に対する弊社の取組

弊社は、国が掲げる高齢者の保健と介護予防の一体的実施の実現に向けて、
住民の健康維持と介護予防を一気通貫で支える取組に注力しています。
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• R元年度：京都市様フレイル
対策モデル事業（※）

※令和2年度公衆衛生学会総会にて発表
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２．京都市様へのご提案
～実効性かつ客観性がある健康づくりの提供と
習慣化への支援～
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①地域課題の理解と解決の方向性

貴市が抱える課題：いきいき健康ポイント事業が住民の健康づくりにどの
くらい寄与しているか客観的に把握できていない
解決の方向性：従来の事業に加えて、新たにデータが自然に集まる仕組み
とそれらを用いた介入、事業評価の仕組みを整備し、EBPMを実現

生活習慣、
バイタルデータ

ポイントはもらえるものの、
「やってみよう」という
生活改善の意欲が
生まれにくい

個々の状態に応じた最適な
取組を提案するスキームが

ない

ポイント事業が対象者の健康
づくりに寄与しているのか評

価する手段がない

参加者の健康状態、変化を把握できない
住民の行動変容を促すしくみがない
事業を客観的に評価できない

Before 住民の継続的な動機付けによる
データ駆動型のEBPM事業の実現

After
(目指す姿)

データ

貴市

専門職

住民

自身の健康リス
ク、取組の成果

介入履歴

個々のリスク、習慣
に基づく指導の選択

事業の評価、見直し
（EBPM）

取組実績に基づく、
適正なポイント還元
新規参加者の取込

パーソナライズ化された動機づけ支援

図.新たに立ち上げるデータ駆動型事業のイメージ
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②課題解決案

貴市がいきいき健康ポイント事業のEBPM化を実現するために、弊社は次
の事業をご提案します。本事業によって、一人ひとりに応じた適切な健康
増進サービスを提案して行動変容を促進するとともに、事業によって蓄積
したデータを用いて、行政施策の評価と見直しが実現できると考えます。

■課題解決のための貴市を中心とした事業構想と弊社が貢献できる範囲（下線箇所）

データ
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③課題解決を支える弊社の技術

弊社「健診結果予測シミュレーション」は、健診データから将来の健康状
態を予測するとともに、一人ひとりにとって最適な生活習慣の改善を提案
します。住民に適切な危機感を醸成するとともに、その解決策と実行した
場合の成果を可視化し、行動変容に対する動機づけを支援します。

＜現在と将来の健康リスク＞ ＜将来の健康リスク改善予測＞ ＜健康増進に向けたサービス提案＞

現在は大丈夫だけど、将来
HbA1cが増加する傾向があるの
か。このままの生活を続けたら
健康を損なってしまうかも…。

3年後も値を維持するためには、
酒量を減らすか、1日30分程度
運動すればいいんだな！

減酒は難しいけど、明日から
ちょっと運動してみようかな！

運動といっても何から始めたら
いいかわからなかったけど、
近所にジムや自治体の運動教室
があるみたいだ。まずはできそ
うなところからやってみよう！



３．小野市様へのご提案
～市民の参加意欲醸成とEBPMの推進に寄与する
フレイル対策のデジタル化～
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①地域課題の理解と解決の方向性

貴市の抱える課題：全国的に先駆けてデータを活用した介護予防事業の実
現に取り組まれているが、体力測定データ等の収集に大きな負荷が発生
解決の方向性：IT機器等を用いて介護予防事業を省力化（デジタル化）し、
介護予防教室や自主グループの組成支援等に注力

体力測定データ等の収集に、職員、
専門職等の負荷がかかっているBefore 紙データを簡易にデジタル化し、

介護予防教室参加者の拡大に注力
After

(目指す姿)

ﾊﾟﾀｶ ﾊﾟﾀｶ

自主グループ
の体力測定会

職員等による
データの集計作業

自主グループ
の体力測定会

紙を自動的にデジタ
ルデータに変換

自主グループの組成支援や、
介護予防教室の拡大といった
課題に対応する人的リソースが

捻出できない…。

データの集計作業が自動化された
ことによって、本来取り組みた
かった介護予防事業の拡大や自主
グループ支援に注力できる！
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②課題解決案
弊社は、他自治体様のフレイル予防事業の立ち上げから参画し、体力測定会等の運
営支援をしながら現場の課題や知見等を蓄積しました。そこで職員や高齢者の協力
を得て作り上げた、OCR装置等を用いたデータ収集の仕組みをご提案します。これ
により、職員の負荷を軽減しながらも、正確にデータを収集し、新規参加者の勧誘
や、定量的な根拠に基づく介入、事業の評価、見直しが実現できるものと考えます。
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③課題解決を支える当社の技術（１）

介護予防事業にICTを適用し、データ収集を継続するには、事業の主役で
ある高齢者への配慮が必要不可欠と考えます。OCRを用いることによって、
高齢者が慣れ親しんだ紙を用いつつも、職員負荷を省力化し、参加者が体
力測定会後に持ち帰って成果を実感し意欲を高めてもらうことが可能です。

約50項目の情報を
A4両面1枚で収集
･身長/体重/BMI
･5m通常歩行/開眼片脚立ち/握力
･イレブンチェック
･10品目食品群チェック
･オーラルディアドコ

キネシス(パタカ)
･歩行測定
･主観的健康観等 スキャナ

data

即座に
データ化

測定当日に記録
原紙をお持ち帰り

文字は
12pt以上!

女性は
イラスト挿入で
目を通してくれる!

カラフルで
楽しい印象を!

測定会の待ち時間も
コラムで有効活用!

測定会終了後現地で
即座にデータ化

表面 裏面

他自治体様のフレイル予防事業で
実際に運用している体力測定記録用紙



12 © NEC Corporation 2020 関係者外秘

③課題解決を支える当社の技術（２）

弊社「歩行姿勢測定システム」は、新規参加者を呼び込むアイキャッチと
なるとともに、歩行動作に関する新たなデータを収集し、高齢者へのより
適切な指導を可能とします。

3Dセンサに向かって専用の機器等を身に付けず6m歩くだけ
歩行動作に関する能力を定量的に測定、評価できる
歩いている動作をアニメーションに記録して振り返りできる

* 株式会社アシックス スポーツ工学研究所によって開発された、歩行姿勢評価基準です。
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